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は じ め に

本調査は昨年度に引続き地まき増殖の実態を全湾規模で把握する事を目的に行った｡

調 査 方 法

調 査期 間 :昭和56年9月7日から10月1日まで

調 査方法 :桁網調査--当センター所属の調査船白鳥丸でホタテガ イ桁網を使用

潜水調査--当センター職員による潜水枠取り調査

調 査地点 :湾内24組合 ･支所のうち17組合 ･支所の55年産放流区画を1-2回(1回が2-3

分 )曳網

調 査 結 果

第 1図に全湾のへい死率と異常貝出現率を､第 1表に測定結果を示した｡

昨年は正常貝率が50%あり､経済性に期待できる組合が半数の10組合あったが､今年は3組合だ

けとなった｡又､昨年正常貝率が50%近くあった組合で今年採捕したところ回収率が10%弱であっ

たこと､昨年正常貝率が約25%あった組合の54年産貝を再度調査したところ正常貝率は5%を割っ

たことから､湾内の地まき増殖成績は予想以上に厳しい現状にあるといえる｡

地区ごとにみると､昨年同様下北地区が上位を占めている憤向にある｡しかし､特に下北地区が

地まき増殖に適した環境にあるとは考えられない事から､健苗放流 ･適正放流 ･漁場管理が適正に

行われたかどうかが優劣を左右したものと思われる｡そのなかでも主要因は放流種苗に問題があっ

たためと思われる｡

お わ リ に

地まき増殖成績不良の主要因が放流種苗にあることは明らかであるが､アンケート調査などから

放流種苗を十分吟味した組合でも悪い結果となった｡これは､漁場管理や放流技術にも問題があっ

たためと思われる｡
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第 1表 昭和55年産地まきホタテガイ実態調査測定結果
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